
≪市立高校の将来像を考える上での論点≫
①市立高校の独自性と共通性、②生徒の多様なニーズに応える特色ある教育、③札幌の地域資源を生かした教育の展開、④情報発信力の強化
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学校の取組を支える仕組み生徒の多様なニーズに応える特色ある教育
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・生徒発信の広報
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